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　2016 年は武蔵国高麗郡建郡 1300 年にあたり、多くの催しが開催された。博物館においても、















































よって 7 世紀後半から 8 世紀前半に比定されていることも、まさに帰化新羅人が日本に渡来した
時期から彼らが生存したであろう時期に相当するものであり、興味深い（６）。
第 1 図　栃木県宇都宮市西下谷田遺跡出土のシンラ土器































から古墳時代初頭にかけての 3 世紀頃。次に 5 世紀中葉から後半にかけての頃。そして最後が 6
世紀後半から 7 世紀初頭にかけてである。以下それらの逐一について概観した上で若干の考察を





















































































　①　遠江　浜松市の内野古墳群はいくつかの支群に分かれ、5 世紀後半から 8 世紀初頭に至る
第 9 図　浅川端遺跡出土の馬形帯来鉤
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まで築造された諸古墳群の総称である。5 世紀後半中心に築造された積石塚は、東谷・西
谷に細分される二本ヶ谷古墳群（総数 30 基以上）である。両者の中間には幅 100m 強、
比高差約 20 ｍ、西から 5m 程度の尾根がある。この尾根上の古墳は 7 ～ 8 世紀の築造で






　　　　さて、二本ヶ谷古墳群の積石塚はおおむね一辺 4 ～ 5m から 10m 強までの方形ないし











古墳群は、6 世紀初頭の積石塚・14 号墳（5.9 × 5.5m）
を除いて円墳が主体で前方後円墳 1 基（1 号墳・全長 20m）を含む。5 世紀第 4 四半期の


























































第 17 図　剣崎長瀞西遺跡Ⅰ区の古墳分布図（5 世紀後半・8・19 号墳は後期古墳）
第 1 表　剣崎長瀞西遺跡Ⅰ区古墳一覧
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　　　　Ⅰ区の場合、当該期の住居 31 軒中、実に 26 軒に竈が備え付けられていた。さらにⅠ区







第 18 図　剣崎長瀞西遺跡 10 号墳出土の
　　　　  金製垂飾付耳飾

















  　　　　春川間高速道路建設予定地域内文化遺産発掘調査報告書』1991 年）



















































　ハ　6 世紀後半～ 7 世紀初頭における上毛野の渡来系文物（威信財）

































































稿で指摘したように、古墳時代の東日本においては 3 世紀、5 世紀後半、6 世紀後半の 3 度の波
が認められる。これらの往来の濃密な時期は偶然の結果ではなく、当然歴史的な必然性が指摘で
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きる。
　3 世紀の場合、『魏書 烏丸鮮卑東夷傳（第三十）』によれば桓帝・霊帝の頃（2 世紀中葉～後半）、
楽浪郡の支配力が落ちて、多くの漢人が韓の地、すなわち南方に移動したという（「桓、霊之末 ,
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